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鳥取県公共事業評価委員会の答申について 

     令 和 ３年 ３月 ２日 

工  事  検  査  課 

 

今年度、知事が鳥取県公共事業評価委員会（会長：猪迫耕二鳥取大学農学部副学部長）へ諮問した公

共事業について、令和３年１月２５日に以下のとおり答申がありました。 

また、今年度委員会で改善に取り組んだ内容について、併せてご報告します。 

 

１ 答申について 

次の２件の再評価事業が審議され、いずれも「継続」が妥当（付帯意見なし）とされた。 

・再評価の対象事業：再評価の実施後さらに５年を経過した事業、その他社会情勢の変化等により知事が必要と 

認める事業 

 
鳥取県公共事業評価委員会 委員（10名） 

会  長  猪迫 耕二 （鳥取大学農学部副学部長） 
会長代理  塩沢 健一 （鳥取大学地域学部教授） 
委  員  唐澤 重考 （鳥取大学農学部教授（地域学部兼務）） 

桑野 将司 （鳥取大学工学部教授） 
藤内 千春 （ＮＰＯ法人こども未来ネットワーク） 
仲村 美枝 （(株)ヴィス・コーポレーション代表取締役） 
川原 康寛 （税理士法人パートナーズ代表社員） 
西村 裕美 （鳥取吉方郵便局長） 
岸田 いずみ（泊綜合食品(株)取締役） 
村江 利津 （山陰海岸国立公園ビジターセンター管理運営協議会事務主任） 

 

２ 今年度委員会での改善の取組について 

公共事業は、近年頻発する自然災害から生命・財産を守るとともに、地域を発展させるために不可欠

な社会基盤の整備を目的としているが、限られた財源の中で、より効果的、効率的かつ適正に執行する

ためには、公共事業評価委員会の役割はますます重要になってきている。 

このため、委員の皆様が評価対象事業に対する理解を深め、県民目線でより的確に判断していただく

ため、今年は新たに以下の項目の改善に取り組んだ。 

その結果、委員からは丁寧な説明で分かりやすかったとの意見をいただいた。 

 

３ 添付資料 

  ・事業位置図：別添１ 

  ・答申文：別添２ 

   
 

評価の種類 評価対象事業 位置 評価結果 

再評価 
一般国道３１３号道路改築事業（北条倉吉道路（延伸）） 

審議内容：事業費の増 
北栄町 

継続 

（付帯意見なし）  

〃 
水貫川河川改修事業（水貫川排水機場） 

審議内容：事業費の増及び工事期間の延伸 
米子市 

継続 

（付帯意見なし）  

項 目 従 前 改善内容 

①用語集の作成 
 

 事業説明等資料には詳細な専門
用語が多く、専門分野以外の県民
視点の委員からは、わかりづらいと
の意見もあった。 

委員への事前配布資料として用語集
を作成するほか、わかりにくい表現がな
いか事前チェックし、出来る限り分かり易
い表現とし、各委員が理解を深めていた
だくための一助とした。 

②担当者による説明 担当課長が全てを説明していた。 現場を熟知している直接の担当者も説
明に加わり、審議が円滑に進行した。委
員から非常に分かり易い説明だったと評
価を受けた。 
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一般国道３１３号道路改築事業（北条倉吉道路（延伸））
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事業位置図

倉吉市

別添１

米子市

日吉津村

とっとりWebマップ

事 業 箇 所
（米子市皆生新田）

水貫川河川改修事業（水貫川排水機場）
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別添２
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